
 

              
「
心
の
入
れ
替
え
」 

朝
夕
の
涼
風
が
、
長
く
暑
か
っ
た
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
て
い
ま
す
。

今
年
ほ
ど
「
温
暖
化
」
を
切
実
に
身
に
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
球
規
模
の
こ
の
深
刻
な
問
題
も
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
は
中
々
伝

わ
っ
て
き
ま
せ
ん
が
、
肌
を
焼
く
暑
さ
だ
っ
た
り
、
表
面
が
焼
け
て

変
色
し
て
い
る
リ
ン
ゴ
や
梨
を
見
る
と
実
感
し
ま
す
。
四
十
度
に
迫

る
猛
暑
や
、
巨
大
台
風
、
大
洪
水
に
よ
る
土
砂
災
害
の
被
害
も
、
近

年
で
は
も
は
や
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
教
に
は
国
内

屈
指
の
「
災
害
救
済
ひ
の
き
し
ん
隊
」
と
い
う
頼
も
し
い
救
援
組
織

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
て
も
対
応
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
り
ま
す
。 

諭
達
に
「
頻
発
す
る
自
然
災
害
や
疫
病
の
世
界
的
流
行
も
、
す
べ
て

は
私
た
ち
に
心
の
入
れ
替
え
を
促
さ
れ
る
子
供
可
愛
い
親
心
の
あ
ら

わ
れ
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
人

ひ
と
り
の
「
心
の
入
れ
替
え
」
で
す
。
何
を
ど
う
入
れ
替
え
る
か
。

そ
の
答
え
は
「
に
を
い
が
け
お
た
す
け
実
践
」
の
中
に
あ
り
ま
す
。 
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全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー 

九
月
二
十
八
日
～
三
十
日 

詰
所
行
事
予
定
（
十
月
） 

八
日 

に
を
い
が
け
実
動 

十
二
日 

勤
務
者
修
練
Ⅰ 

十
四
日 

お
つ
と
め
勉
強
会 

十
七
日 

直
轄
祭
参
拝
（
大
教
会
） 

二
十
日 

勤
務
者
修
練
Ⅱ 

二
十
三
日 

大
教
会
秋
季
大
祭
参
拝 

二
十
六
日 

本
部
秋
季
大
祭
参
拝
者
受
入
れ 

直
轄
教
会
ご
と
の
別
席
団
参
（
九
～
十
一
月
） 

三
年
千
日
、
年
祭
活
動
一
年
目
の
心
定
め
の

達
成
に
向
け
て
、
今
日
ま
で
こ
つ
こ
つ
と
積
み
上
げ
て
き
た
「
に
を
い

が
け
お
た
す
け
」
の
実
（
成
果
）
を
、
秋
の
別
席
団
参
に
是
非
お
見
せ

頂
け
ま
す
よ
う
、
勇
ん
で
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。 

」 

教
祖
百
四
十
年
祭 

お
願
い
づ
と
め (

本
部
神
殿) 

（
毎
週
日
曜
、
祝
日 

午
前
十
一
時
半
よ
り
） 

お
や
さ
と
ひ
の
き
し
ん 

・
神
苑
、
境
内
地 

受
付
（
朝
づ
と
め
ま
な
び
終
了
後
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夕
づ
と
め
一
時
間
前
） 

  

・
お
や
さ
と
や
か
た
東
棟
周
辺 

受
付
（
八
時
～
十
五
時
） 

 
 

・
豊
田
山
墓
地 

 
 
 
 
 
 
 

受
付
（
九
時
～
十
六
時
半
） 

 

よ
ふ
ぼ
く
講
習
会
（
九
時
～
十
六
時
）
次
回 

十
月
八
日 

＊
詳
細
は
、
天
理
教
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
若
し
く
は
詰
所
ま
で 

 



詰
所
の
動
き 

に
を
い
が
け
強
調
の
月 

九
月
は
「
に
を
い
が
け
強
調
の
月
」
で
す
。 

「
に
を
い
が
け
」
は
九
月
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
く
、
お
み
ち
を
通
る
私
達
に
と
っ
て
は
日
々
の
行
い
で
す
が
、「
全
教

一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
」
が
実
施
さ
れ
る
九
月
に
は
特
に
力
を
入
れ
、
教
会

に
繋
が
る
信
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
と
一
緒
に
「
に
を
い
が
け
」
に
出
さ
せ

て
頂
き
ま
し
ょ
う
。
勿
論
、
詰
所
ス
タ
ッ
フ
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

婦
人
会
「
母
親
講
座
」（
九
月
十
九
日
） 

婦
人
会
髙
安
支
部
で
は
、
主
に
子
育
て
年
齢
層
の

婦
人
方
を
対
象
に
、
詰
所
六
階
講
堂
で
「
母
親
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
芽
愛
助
産
院
院
長
、

髙
香
分
教
会
よ
ふ
ぼ
く
の

木
村
厚
子
さ
ん
で
、
集
ま
っ
た
大
勢
の
会
員
さ
ん

方
は
終
始
熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

防
災
訓
練 

九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
備
え
あ
れ
ば
憂

い
無
し
。
ま
さ
か
の
時
に
、
慌
て
ず
冷
静
に
対
処
で

き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
の
訓
練
や
備
え
が
不
可
欠
で

す
。
お
ぢ
ば
で
も
毎
年
こ
の
日
、
詰
所
を
含
む
管
内

全
部
署
で
一
斉
に
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

八
月
の
「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
天
理
教
音
楽
研
究
会
（
通
称
、

音
研
）
で
弦
楽
を
学
ぶ
小
学
四
年
生
の
田
中
ゆ
き
乃
ち
ゃ
ん
が
得
意
の

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
九

歳
の
少
女
の
奏
で
る
音
色
に
、
あ
ら
た
め
て
「
音

研
」
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

小
鼓
同
好
会 

毎
月
欠
か
さ
ず
東
京
か
ら
帰
参
し
「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
て
い
る
「
音
研
」
講
師
、
小
鼓
の
プ
ロ
演
奏
家
で
あ
る
川
島 



佑
介
さ
ん
が
、
こ
の
た
び
「
小
鼓
同
好
会
」
を
立
ち
上
げ
、
初
心
者
か
ら
中
、

上
級
者
ま
で
、
小
鼓
を
学
び
た
い
方
を
広
く
募
り
、
教
え
て
下
さ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
関
心
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

＊
毎
月
二
十
五
日 

午
前
十
時
～
十
二
時 

 

髙
安
詰
所 

修
養
科
第
九
八
四
期
生
修
了 

修
養
科
第
九
八
四
期
生
が
三
ヶ
月
の
修
養
を
終

え
ら
れ
ま
し
た
。
様
々
な
行
事
の
再
開
に
伴
い
、

詰
所
で
は
大
勢
の
帰
参
者
や
学
生
さ
ん
の
受
入

れ
に
連
日
大
賑
わ
い
で
し
た
が
、
修
養
科
生
も

授
業
や
修
練
の
合
間
を
縫
っ
て
黙
々
と
ひ
の
き

し
ん
に
励
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
頑
張
っ
た
仲
間
達
と
の
思
い
出

に
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
「
流
し
そ
う

め
ん
」
で
一
服
の
涼
を
求
め
ま
し
た
。 

修
養
科
第
九
八
七
期
生
入
科 

続
く
第
九
八
七
期
に
は
男
子
十
一
名
、
女
子
十
名
、

計
二
十
一
名
が
入
科
し
ま
し
た
。
二
十
名
余
り
で

は
あ
り
ま
す
が
、
毎
期
増
加
傾
向
に
あ
り
、
年
祭

活
動
の
息
吹
を
感
じ
ま
す
。
尚
、
今
期
教
養
掛
及

び
助
手
は
次
の
方
々
に
お
勤
め
頂
い
て
い
ま
す
。 

男
子
教
養
掛 

 

桒
野
道
広
先
生
（
髙 

本
） 

女
子
教
養
掛 

 
 

杉
本
弘
子
先
生
（
難 

陽
） 

男
子
教
養
掛
助
手 

 
 

泉
谷 

駿
さ
ん
（
都
南 

愛
昭
茂
） 

 

発 

行 

天
理
教
髙
安
大
教
会
信
者
詰
所 

発
行
者 

芦
田
孝
廣 

印 
刷 

天
理
市
守
目
堂
町
二
五
五
番
地
一 
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